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視点Ｂ－１【小学校 学級経営】

佐賀市立春日小学校 教諭 山田 照昭

要 旨

本研究は，低学年の学級経営において，生活技術を獲得する練習の場を取り入れた指導過程を通

して，よりよい生活への実践力を育てる指導の在り方を探ろうとするものである。基本的な生活習

慣・学習習慣を身に付けるには，有能感を高め，実践の意欲を喚起することが必要だと考えた。十

分に身に付いていない生活技術そのものを習得させる場の工夫と，自己評価と他者評価を組み合わ

せた振り返りの場を工夫することで，有能感が高まり，実践への意欲につながった。

〈キーワード〉 ①練習の場 ②有能感 ③自己評価と他者評価

１ 研究の目標

低学年の学級経営において，生活技術を獲得する練習の場を取り入れた指導過程を通して，よりよ

い生活への実践力を育てる指導の在り方を探る。

２ 目標設定の理由

， ， 。 ， ，学級は 子どもたちにとって日々学習する場であると同時に 生活する場である そして 学級は

そこでの教育活動を通して，学習することの喜び，互いに認め合うことの大切さ，集団のルールの意

義など，人間として身に付けなければならないことを学んでいく場でもある。

その学級の中で，基本的生活習慣が身に付いていないことから，周囲の人たちとうまく付き合って

いくことができないで孤立感を感じたり，学習習慣が身に付いていないということが原因で，学業不

振を招いたりする子どもがいる。このような子どもたちに対症療法的な指導を繰り返していても，な

かなか望ましい生活習慣や学習習慣が身に付いていかない。

学習指導要領解説道徳編では 基本的生活習慣を指導する場合は 単なるしつけではなく 児童自，「 ， ，

身が内面からそうすることが望ましいことだと自覚し，節度ある生活態度や自制心が培われるように

指導していく必要がある」 と提示している。(1)

そこで，本研究では，子どもが進んで望ましい生活態度を習慣化させるための指導方法の研究を進

めていきたい。生活技術を獲得するための練習の場を取り入れた指導の工夫や実践する際に自己評価

と他者評価を取り入れた振り返りの場の工夫を行うことで，有能感が高まり，実践への意欲につなが

っていくものと考え，本目標を設定した。

３ 研究の仮説

低学年の学級経営において，望ましい生活習慣を身に付けさせるために，次のような手立てを取れ

ば，有能感が高まり，実践の意欲が高まるだろう。

・ 生活技術を獲得するために練習の場を取り入れた指導の工夫

・ 自己評価と他者評価を組み合わせた振り返りの場の工夫

４ 研究の方法と内容

(1) 実態調査を基に，児童の実態を把握する。

(2) 基本的な生活習慣や学習習慣の育成についての理論研究を行う。

(3) 授業の実践（第２学年）を行い，仮説を検証する。

(4) 研究の成果と課題を検討する。
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５ 研究の実際１

(1) 児童の実態把握について

図１に研究の全体構想を示す。個々の児童の生活態度の変容を，生活アンケートと観察によって

分析する。生活全体についてのアンケートを11月と２月に，個々の行動に関するアンケートを授業

践の前後にとり，その変容を考察するのに活用する。また，有能感の高まりについては，桜井茂男

(1992)によるコンピテンス尺度を参考にして，

意欲の変容を分析する。これは，有能感を学習

領域，運動領域，社会(友人関係)領域，自己価

値の４つの領域に分け，得点化して示すもので

ある。自己価値の調査項目には 「自分に自信，

」「 」がありますか 今の自分に満足していますか

などの調査項目がある。このうち，生活習慣や

学習習慣の育成に関するものとして，社会領域

と自己価値２つの領域から，有能感の高まりを

調査する。

指導の手立てが，児童の有能感を高め，実践

の意欲につながったかを見ていく。

(2) 研究の全体構想

杉原一昭はしつけの原則として，次のよう
(2)に述べている。

生活習慣の形成は，急にできるわけではな

い。毎日毎日の積み重ねによって徐々に身に

付けていくことが大切である。その際，でき

ることから始め，少しずつレベルを上げてい

き，ちょっと努力をすればできることがポイ

ントである。努力したことを認め，褒めてあ

げることも忘れてはならない。そうすれば，

子どもはさらにやろうとするし 『やればで，

きる』とか 『やれる力がぼく／わたしには，

ある』という有能感も身に付く。

子どもが生活・学習習慣を身に付けて実践

する力を付けていくためには，その場に適し

た望ましい行動ができることと，自信をもつ

ことが必要だと考える。つまり，一人一人の

子どもの有能感を高めていくことが必要だと

考える。そのために，プログラム構成を工夫

し，生活技術獲得の練習の場と振り返りの場

を効果的に設定することにした（図２ 。）

生活技術の獲得には，１回の練習だけでは

十分ではなく，繰り返し行う場が必要である。

学級活動の時間に練習の場を設定するだけで

なく，日常の活動の朝の時間に練習の場を設

図１ 研究の全体構想

図２ プログラム構成
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， ， 。 ，定し １週間の取組期間を設け 継続して生活技術が上達するような工夫をする 練習する際には

必ず自己評価，他者評価を行うことに

する。

(3) 学級活動での場の工夫

生活技術獲得には，その行動ができ

るようにする練習の場と，できている

ことを確かめる振り返りの場が必要で

ある。そこで，学級活動の問題解決の

場面では，具体的な行動のポイントを

示しながら，指導を行うこととする。

ソーシャルスキル教育で示されている

指導の流れを参考にした。

図３に，学級活動での指導の流れを

示す。相手が気持ちよくなるようにす

るには どのようにしたらよいか 相， ，「

手の顔を見て うなずきながら などの具体的な行動のポイントを挙げさせる 教師の演示は 良」「 」 。 ，

い方法，良くない方法を見せて比較させることで，行動のポイントが明らかになるようにする。少

人数のグループで実際に練習する際は，する人，見る人など役割を分けて，行動のポイントを満た

すように，練習をさせる。行動のポイントを明らかにすることで，練習したことを自己評価するこ

とに，更に友達からの評価を得ることで，実践に向けてのめあてをもつことができると考えた。

実践に向けてめあてをもたせる場面では，練習の場でもらった評価を参考に行動のポイントでめ

あてを立てさせるようにさせる。よりよい行動には，すべてのポイントが満たされる必要があり，

自分が取り組んでいくべき態度を考えさせたい。

(4) 日常の活動での場の工夫

日常の活動では，朝の会に練習の場，帰りの会に振り返りの場を設ける。朝の会で練習した行動

が，１日意識され，帰りの会の振り返りの場とつながるようにしたいと考える。

朝の会の時間の最後に，少

人数のグループで毎日めあて

とする態度の練習を行わせ

る。内容は，学級活動で取り

組んだ少人数のグループでの

活動と同じように，する人，

見る人に分かれて練習をさせ

る。見る役の児童には行動の

ポイントで，良かった点を評

価させる。

帰りの会の時間では，図４

のような振り返りカードを使

， ，って 一日の行動を振り返り

他者評価と自己評価をする場

を設ける。

初めに，その日の行動を見

図３ 学級活動の流れ

図４ 振り返りカード
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ていてよくできていたと思う人に ○○名人 のシールを渡すことで 他者評価をさせる 名人シ，「 」 ， 。

ールは行動のポイントごとにシールの色を変えて，どのポイントのシールも集めることで上手にで

きていることだと伝えておく。次に，自分のめあてを自己評価させる。図４の左側に自分のめあて

の達成具合を記すようにする。そして，友達のよかった点を知らせるという順番で進める。自己評

価の際は，シールを確認し，できているポイントとまだ十分ではないポイントを確認させる。

取組期間の最後に，取組を振り返って，できるようになったことや，取り組んだ様子をワークシ

ートに記入する。担任がこれまでの観察から，良くなった点やがんばっていた姿を紹介する。

６ 研究の実際２

(1) 手立てⅠの検証

２年生児童26名（男子15名，女子11名）に対し，仮説検

証のための授業を行い，授業の前後に取ったアンケートや

ワークシートを基に考察した。図５は，聞き方の取組前後

の行動のポイントを基にした，態度の変容を表したグラフ

である。グラフは，回答の「できている」４点 「だいたい，

できている」３点 「あまりできていない」２点 「できて， ，

いない」１点としてグラフ化した

ものである 「体を向けて」が3.4。

点から3.6点に「うなずいて」は，

2.7点から3.1点へと，いずれのポ

イントでも，伸びが見られる。

授業中に，相手が元気になる聞

き方に 「うなずいて」という行動，

のポイントを 初め児童は挙げることができなかった 表１の授業後の児童の感想には うなずく， 。 ，「

ことを初めて知った など 聞き方が分かったという感想を書いた児童が４名いた そして 聞き」 ， 。 ，「

方が上手になった」と記述をした児童５名，行動のポイントを示してできるようになったことを記

述した児童13名だった。授業後のワークシートの「相手が元気になる聞き方が分かったか」という

問いに24名（１名欠席）の児童が「分かった」と答えていた。日常の活動の取組の後のアンケート

で「行動のポイントに気を付けてできたか」という問いに，24名の児童ができたと答えていた。ま

た，日常の会話でも 「体を向けていた」とか 「うなずいていなかった」など，学習した行動のポ， ，

イントに気を付けて，周りの人の行動を見る言葉が聞かれた。行動のポイントを意識した練習の場

を設けたことは，児童が生活技術を獲得するのに有効だったと考える。

(2) 手立てⅡの検証

，「 」日常の活動の場で 名人カード

を使って自己評価と他者評価を組

み合わせた振り返りをした。あい

さつで12枚，聞き方・話し方で16

枚集まれば，名人とした。１週間

の取組であいさつで16名，聞き方

， ，で19名 話し方では15名の児童が

名人となった。表２に日常の活動

の取組の後の感想のうち，友達からの評価に関することを記述した例を示す。これらの児童は，自

表２ 手立て２ 日常の活動の取組後（あいさつ・聞き方）の児童の感想

・ あいさつをしてカードをも ・ 友達からシールをもらっ

らってのりで貼って４列まで てすごく気持ちがよくて，

いって大大あいさつ名人にな 上手に聞いてよかったなと

れてよかったです 思いました

・ 友達とあいさつをしてとて ・ みんなからいろいろもら

も嬉しかった。またシールを ってうれしかったです

もらってうれしかった ・ よくできたと友達から言

・ シールをもらってとても嬉 われてうれしかったです。

しかったです。あいさつ名人 またしたいと思います

，になって気持ちよかったです ・ 全部は貼れなかったけど

とても楽しかったです

表１ 手立て１ 日常の活動の取組後（聞き方）の児童の感想
・ うなずくことを初めて知った

・ うなずきながらが，最初は分からなかったけど，ずっと続

けていくと分かるようになった

・ うなずいていたから，いっている人が気持ちよくなったと

思います

・ 体を向けて聞くのが上手になったかなと思います

・ うなずくは，難しかった

・ 前はうなずかなかったけどうなずくようになった

図５ 取組（聞き方）前後の態度の変容
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， ， 。 ，己評価だけでなく 友達からの評価が できるという自信につながったと考える 聞き方名人では

名人シールを10枚以上集めた児童が３名いた。この３名は，感想に「集まらなかったが楽しく活動

できた」と活動を楽しんだことを記述していた。

図６では，コンピテンス（有能感）尺度を使って，

。 （ ）対象学級の得点の変容を調べた 社会 友達に関する

得点は，21点(11月)から27点(12月)に，さらに，28点

(２月)へと伸びている。11月から取り組んだあいさつ

の学習で，他者評価を取り入れた。行動のポイントを

基に，良かった点を評価する活動によって，社会得点

（友達に関する自信）が伸びたものと考える。それと

ともに自己得点も23点から25点，27点と伸びが見られ

。 。る 自分自身への有能感も確実に伸びているといえる

， ，友達からの評価が 有能感の高まりにつながることは

友達からの評価についての調査からも分かる 友達からの評価に対して できていることが分かる。 ，「

ので 自信がつく 16名 認められてうれしい 21名と肯定的な回答が多かった また 名人シー， 」 ，「 」 。 ，

ルについても もらって自信がつく 20名 もらえるようにがんばった 19名 できていること，「 」 ，「 」 ，「

が分かる」19名と同様に肯定的な回答が多かった。

これらのことから，自己評価と他者評価を組み合わせた振り返りの場の工夫が，児童の有能感を

高め，実践を続けていく意欲となったと考える。

(3) 抽出児について

Ａ児は，11月実施の授業実践Ⅰのあいさつの事前アンケートによると，友達に対して全くしてい

。 ， 。ないと答えていた また よくあいさつをする友達の名前を聞いた問いにだれも答えていなかった

また，同じ問いでＡ児を指名をした児童はいなかった。しかし，授業では，行動のポイントを挙げ

ることができたことから，意欲的な取組が見られた。練習にも意欲的に取り組むことができた。練

習の場で，友達の温かい評価をもらうことで，安心して活動できたと考えた。日常の活動でも，自

分から進んで相手を見付けていく姿勢が見

られた。日常の活動の取組を終えた後のア

ンケートでは，あいさつをしている人に２

名の名前を挙げていた。また，Ａ児を指名

した児童も２名になった。行動のポイント

， ，を示したことで 望ましい行動が理解され

実践しやすかったことや，友達の温かい評

価が，実践の意欲を高めたと考える。

図７にＡ児のあいさつの態度の自己評価

を，図８にコンピテンス尺度を示す。授業

後のワークシートには 「あいさつには，，

いろいろなポイントがあるんだな」と記入

し，取組の後には 「お友達があいさつを，

してくれたので楽しかったです。カードを

もらってうれしかったし，あいさつができ

たことがもっとうれしかったです」とでき

たことを喜び，実践したものと考える。 図９ Ｂ児の自己評価

図７ Ａ児の自己評価 図８ Ａ児コンピテンス尺度

図６ コンピテンス尺度得点の推移

図10 Ｂ児コンピテンス尺度
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Ｂ児は，控えめであるが，まじめに何にでも取り組める。しかし，なかなか自分から進んで行動

することは見られない。11月のアンケートで，よくあいさつをする人に４名の児童が，Ｂ児を指名

していた。あいさつの取組の日常の活動で，友達と一緒に，学校に来た児童に先に声を掛け，積極

的に活動をしようとしていた。前頁図９にＢ児のあいさつの態度の自己評価を，前頁図10にコンピ

テンス尺度を示す。態度のポイントもコンピテンス尺度の得点も共に伸びが見られた。あいさつの

取組の後の感想には 名人カードが一番最後までいってよかったなーと思い 終わってももまだま，「 ，

だもらいました。教室が元気なあいさつでいっぱいになって，うれしかったです。自分からあいさ

つできなかったけど，できるようになった」と記述していた。あいさつが上手にできるようになっ

たことを喜んでいた。他者評価を取り入れたことで，自分の行動が友達から評価されることで，有

能感が高められ，自分からやってみようとする実践の意欲につながったと考える。

(4) 生活全体での変容について

また，図11に生活全般についてアンケートの結果を示す。

７項目調査をしたうち，５項目で，ポイントが伸びている。

「話を聞く」については，p.69図５の取組の前後で態度が伸

びている結果から，授業の行動のポイントが明確になって，

自己評価の際に，行動のポイントを基に振り返るようになっ

た結果と考える。

有能感の高まりとともに，他の生活態度についての広がり

が見られたと考える。

７ 研究のまとめと今後の課題

(1) 研究のまとめ

ア 学級活動において，練習の場を設定し，具体的な行動の

， 。ポイントを示して指導したことで 生活技術が身に付いた

イ 自己評価と相互評価を組み合わせた振り返りの場を工夫

することで，他者からの評価が自己評価とつながり，有能

感が高められ，実践の意欲が高まった。

ウ 道徳と学級活動，日常の時間を関連させてプログラム構成をして指導をしたことで，望ましい

生活習慣を継続して実践しようとする意欲を高めた。

(2) 今後の課題

ア 学級活動や日常の活動を通して身に付けてきた態度を，取組を終えた後に日常の生活でいかに

習慣化させていくか，指導の在り方を考えていきたい。

イ 生活習慣を身に付けようとする意欲が低く，生活習慣が改善されなかった児童への個別指導の

在り方を探っていきたい。
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図11 児童の態度の変容
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